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第
五
十
八 

  
 

誤 

認 
   
 
 
 
 

一 
  

一
九
四
〇
年
か
ら
四
一
年
秋
に
か
け
て
、
開
戦
直
前
の
時
点
で
連

合
国
側
が
日
本
の
軍
事
力
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
た
か
を
見
て

み
よ
う
。 

 

一
九
四
〇
年
に
マ
レ
ー
に
派
遣
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
第
八
師

団
の
兵
士
た
ち
は
、
次
の
よ
う
な
文
書
を
配
布
さ
れ
て
い
た
。 

  

日
本
軍
は
残
忍
で
、
高
度
の
武
装
と
訓
練
を
身
に
つ
け
て
い
る
。

そ
の
肉
体
的
耐
久
力
は
偉
大
な
ほ
ど
あ
る
。
敵
を
ご
ま
か
す
技
術
に

た
け
、
マ
レ
ー
に
は
膨
大
な
第
五
列
を
配
置
し
、
豊
富
な
上
陸
作
戦

の
経
験
を
持
っ
て
い
る
。
日
本
軍
は
猛
烈
な
ス
ピ
ー
ド
で
山
野
を
突

進
し
、
数
日
間
は
補
給
な
し
で
行
動
で
き
る
。 

 

密
林
国
で
こ
の
よ
う
な
日
本
軍
に
対
抗
す
る
に
は
、
静
か
な
防
御

は
不
適
当
で
、
ど
ん
な
場
合
で
も
、
敵
に
遭
遇
し
た
ら
攻
撃
す
る
ほ

か
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
全
将
兵
は
ま
ず
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
戦
の
訓
練

に
熱
中
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
が
ア
メ
リ
カ
は
そ
う
は
見
て
い
な
か
っ
た
。 

一
九
四
一
年
九
月
に
発
行
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
航
空
雑
誌
『
エ
ビ
エ

ー
シ
ョ
ン
』
は
、
日
本
の
航
空
機
技
術
を
次
の
よ
う
に
報
道
し
て
い

た
。 
  

日
本
の
軍
民
の
操
縦
士
は
、
世
界
一
の
事
故
率
を
示
し
、
日
華
事

変
で
は
中
国
の
操
縦
士
に
劣
り
、
そ
の
年
次
の
養
成
数
は
陸
海
軍
を

合
せ
て
千
人
足
ら
ず
で
あ
る
。
大
空
軍
の
建
設
に
は
間
に
合
わ
な
い
。

航
空
技
術
は
模
倣
一
点
張
り
で
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、

イ
タ
リ
ア
、
ソ
連
に
遠
く
及
ば
な
い
。 

 

外
国
の
製
品
権
を
買
っ
て
も
、
そ
の
原
型
の
性
能
を
出
す
こ
と
す

ら
で
き
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
航
空
専
門
家
た
ち
は
躊
躇
な
く
、
日
本

の
主
要
な
軍
用
機
が
旧
式
か
旧
式
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
断
定
で
き
る
。 

  

比
較
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
陸
軍
が
制
式
採
用
し
て

い
た
戦
闘
機
「
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
」
だ
っ
た
。
航
続
距
離
七
百
五
十
九

マ
イ
ル
、
最
高
速
度
二
百
九
十
五
キ
ロ
／
時
、
高
度
四
千
五
百
メ
ー

ト
ル
、
十
二
・
七
ミ
リ
機
銃
×
四
基
を
装
備
。
イ
ギ
リ
ス
陸
軍
に
も

供
給
さ
れ
、
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
航
空
兵
力
の
主
力
を

な
し
て
い
た
。 

 

「
イ
ギ
リ
ス
本
土
の
防
衛
用
と
し
て
は
、
ス
ピ
ー
ド
が
遅
い
。
し
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か
し
マ
レ
ー
で
は
十
分
に
間
に
合
う
」 

 
マ
レ
ー
の
イ
ギ
リ
ス
軍
極
東
総
司
令
官
ブ
ル
ッ
ク
・
ポ
ー
ハ
ム

（
中
将
）
は
、
戦
端
が
開
か
れ
る
直
前
の
一
九
四
一
年
十
二
月
三
日
、

記
者
会
見
で
こ
う
述
べ
て
対
日
戦
に
自
信
を
示
し
て
い
た
。 

 

さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
海
軍
省
が
ま
と
め
た
敵
国
情
報
に
は
、
次
の
よ

う
な
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。 

  

日
本
の
飛
行
機
乗
り
は
い
ま
だ
か
つ
て
航
空
母
艦
の
甲
板
か
ら
発

進
し
た
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
着
艦
し
た
こ
と
も
な
い
。
せ
い
ぜ
い
凡

庸
な
飛
行
機
乗
り
に
し
か
な
れ
な
い
彼
等
の
気
短
な
気
質
を
考
え
る

と
、
将
来
彼
等
が
母
艦
か
ら
の
発
着
を
う
ま
く
で
き
る
よ
う
に
な
る

か
ど
う
か
、
疑
わ
し
い
。 

  

こ
の
判
断
は
全
く
間
違
っ
て
い
た
。 

 

『
エ
ビ
エ
ー
シ
ョ
ン
』
誌
が
「
旧
式
か
旧
式
に
な
り
つ
つ
あ
る
」

と
評
価
し
た
日
本
の
軍
用
機
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
で
い
う
と
当
時
の

世
界
水
準
を
は
る
か
に
凌
駕
し
て
い
た
。
海
軍
の
要
請
で
三
菱
重
工

業
名
古
屋
航
空
機
製
作
所
が
開
発
し
た
零
式
艦
上
戦
闘
機
（
零
戦
）

は
、
航
続
距
離
八
百
八
十
五
マ
イ
ル
（
一
千
四
百
キ
ロ
）、
最
高
速

度
三
百
三
十
五
キ
ロ
／
時
、
高
度
五
千
四
百
メ
ー
ト
ル
、
七
・
七
ミ

リ
機
銃
×
二
、
二
十
ミ
リ
機
銃
×
二
を
装
備
し
て
い
た
。 

 

二
百
五
十
キ
ロ
爆
弾
を
装
備
し
、
一
回
の
飛
行
で
片
道
七
百
キ
ロ

を
往
復
で
き
る
こ
の
航
空
機
は
、
そ
も
そ
も
広
大
な
中
国
大
陸
の
制

空
権
を
掌
握
す
る
こ
と
に
ね
ら
い
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
そ
の
要
求
仕

様
は
基
本
的
に
陸
軍
の
要
望
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
陸
軍
を

支
援
す
る
た
め
に
海
軍
が
設
定
し
た
の
で
あ
る
。 

 

同
時
に
そ
れ
は
太
平
洋
に
も
適
用
で
き
る
性
能
だ
っ
た
。
島
を
拠

点
に
広
大
な
制
空
権
の
網
を
張
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
航
空
母
艦
で

長
駆
の
爆
撃
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。 

 

航
続
距
離
ば
か
り
で
な
く
、
航
空
機
同
士
の
戦
い
で
は
高
度
が
重

要
だ
っ
た
。
機
銃
か
ら
発
射
さ
れ
た
弾
丸
は
重
力
の
法
則
に
よ
っ
て

落
下
す
る
。
つ
ま
り
上
か
ら
攻
撃
す
れ
ば
弾
丸
は
真
っ
直
ぐ
標
的
に

向
か
う
が
、
下
か
ら
の
攻
撃
は
命
中
率
が
悪
い
。 

 

遭
遇
し
た
と
き
い
か
に
相
手
よ
り
早
く
有
利
な
位
置
に
つ
く
か
―

―
理
論
上
の
最
大
速
度
と
最
高
高
度
を
実
戦
で
発
揮
で
き
る
か
―
―

が
勝
敗
を
分
け
た
。
零
戦
は
ほ
ぼ
理
論
通
り
だ
っ
た
の
に
比
べ
、
バ

ッ
フ
ァ
ロ
ー
は
机
上
の
数
字
だ
っ
た
。 

 

『
エ
ビ
エ
ー
シ
ョ
ン
』
誌
の
評
価
は
、
重
大
な
誤
認
だ
っ
た
。 

実
際
、
開
戦
の
直
後
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
基
地
が
日
本
の
航
空
機
に
爆

撃
さ
れ
た
と
き
、
ア
メ
リ
カ
軍
は 

 
―
―
近
く
に
空
母
群
が
い
る
に
違
い
な
い
。 

 
と
見
て
、
懸
命
に
近
海
を
捜
索
し
た
。 

 

こ
の
と
き
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
に
い
た
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
（
当
時
は
ア
メ
リ
カ
極
東
軍
司
令
官
、
の
ち
連
合
軍
司
令
長
官
）



＝巻之七 乾坤＝ 

 47 

は
、
の
ち
の
ち
も 

 
「
日
本
軍
は
空
母
で
近
づ
き
、
奇
襲
攻
撃
を
か
け
て
き
た
」 

 
と
語
っ
て
い
る
。 

 

だ
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
襲
っ
た
日
本
の
航
空
機
は
、
は
る
か
遠
方
、

台
湾
の
基
地
か
ら
出
撃
し
た
の
だ
っ
た
。 

 

ま
た
イ
ギ
リ
ス
極
東
艦
隊
司
令
官
ト
ー
マ
ス
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス

（
中
将
）
は
、 

 

―
―
最
も
近
い
日
本
軍
の
航
空
基
地
は
四
百
マ
イ
ル
も
離
れ
て
い

る
。
空
か
ら
の
攻
撃
を
受
け
る
心
配
は
な
い
。 

 

と
考
え
た
。 

 

こ
の
た
め
に
航
空
機
の
護
衛
な
く
出
港
し
、
ば
か
り
で
な
く
日
本

の
潜
水
艦
に
追
尾
さ
れ
、〝
虎
の
子
〞
の
イ
ギ
リ
ス
極
東
艦
隊
を
あ

っ
け
な
く
壊
滅
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。 

 

開
戦
に
先
立
つ
十
一
月
、
日
本
と
の
戦
争
を
覚
悟
し
た
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
政
府
が
、 

 

―
―
最
初
の
一
発
は
日
本
に
撃
た
せ
る
べ
き
で
あ
る
。 

と
し
た
の
は
、
日
本
軍
の
戦
力
を
は
る
か
に
低
く
見
た
分
析
に
基
づ

い
て
い
た
。 

  
 
 
 
 

二 
  

相
手
の
力
を
過
小
評
価
し
た
の
は
連
合
国
軍
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。 

 

日
本
の
大
本
営
は
連
合
国
軍
の
力
を
次
の
よ
う
に
分
析
し
た
。 

  

一
、
物
的
戦
力
は
豊
富
だ
が
、
人
的
戦
力
は
不
十
分
で
あ
る
。
と 

 
 
 

く
に
米
国
は
、
総
力
戦
態
勢
確
立
に
と
も
な
い
、
そ
の
政
治 

 
 
 

社
会
機
構
に
多
く
の
摩
擦
、
紛
糾
を
招
く
だ
ろ
う
。 
 

二
、
軍
備
は
優
秀
だ
が
、
進
攻
拠
点
を
失
っ
た
た
め
、
そ
の
価
値 

 
 
 

は
大
い
に
減
殺
さ
れ
た
。 

 

三
、
英
国
の
戦
争
遂
行
能
力
は
海
上
輸
送
力
に
依
存
し
て
い
る
。 

 
 
 

だ
が
、
米
国
の
海
上
輸
送
力
は
貧
弱
で
、
援
英
に
徹
底
で
き 

 
 
 

な
い
。 

 

四
、
米
英
の
遮
断
分
離
は
そ
の
戦
争
遂
行
能
力
に
絶
大
な
影
響
を 

 
 
 

及
ぼ
す
。
と
く
に
、
英
国
と
自
治
領
植
民
地
な
ど
と
の
分
離 

 
 
 

は
、
つ
い
に
英
国
の
崩
壊
を
招
く
可
能
性
が
あ
る
。 

 

五
、
米
英
両
国
民
は
生
活
程
度
が
高
く
、
そ
の
低
下
は
苦
痛
で
あ 

 
 
 

る
。
戦
勝
の
希
望
が
な
い
戦
争
継
続
は
社
会
不
安
を
つ
く
り 

 
 
 

だ
し
、
士
気
の
低
下
を
招
く
。
と
く
に
英
国
の
敗
戦
が
米
国 

 
 
 

に
及
ぼ
す
影
響
は
極
め
て
大
き
い
。 

 
六
、
米
英
ソ
の
提
携
は
不
自
然
で
あ
る
。
ま
た
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、 

 
 
 

チ
ャ
ー
チ
ル
の
政
策
は
、
や
や
も
す
れ
ば
投
機
冒
険
に
堕
し
、 

 
 
 

両
国
民
は
必
ず
し
も
そ
の
指
導
に
悦
服
し
て
い
な
い
。 

  

こ
の
分
析
が
行
わ
れ
た
の
は
一
九
四
二
年
三
月
現
在
な
の
で
開
戦
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か
ら
四
か
月
目
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
日
本
海
軍
は
、
ハ
ワ
イ
真
珠

湾
奇
襲
攻
撃
で
ア
メ
リ
カ
海
軍
の
出
鼻
を
く
じ
き
、
マ
レ
ー
沖
海
戦

で
イ
ギ
リ
ス
極
東
艦
隊
を
壊
滅
さ
せ
、
残
余
の
連
合
国
軍
艦
隊
を
ス

ラ
バ
ヤ
沖
海
戦
、
バ
タ
ビ
ア
沖
海
戦
で
海
中
に
葬
っ
て
い
た
。 

 

ま
た
陸
軍
は
四
一
年
十
二
月
二
十
五
日
に
香
港
、
四
二
年
一
月
二

日
に
マ
ニ
ラ
、
二
月
十
日
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
落
と
し
、
オ
ラ
ン
ダ

領
イ
ン
ド
シ
ナ
の
占
領
も
間
近
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
要

塞
は
日
本
軍
の
包
囲
で
孤
立
無
援
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
。
陸
海
軍

と
も
、
向
か
う
と
こ
ろ
敵
な
し
の
勢
い
だ
っ
た
と
い
っ
て
い
い
。 

 

東
条
英
機
が
ラ
ジ
オ
で 

 

「
連
戦
連
勝
、
ご
同
慶
の
至
り
」 

 

と
発
言
し
た
の
は
こ
の
と
き
で
あ
る
。 

 

余
談
だ
が
、「
ご
同
慶
の
至
り
」
は
ち
ょ
っ
と
し
た
流
行
語
に
な

っ
た
。
何
か
の
式
典
に
登
壇
し
た
地
方
名
士
が
挨
拶
や
祝
辞
に
盛
り

込
ん
だ
ば
か
り
で
な
く
、
庶
民
が
日
常
の
慶
事
に
接
し
た
と
き
、 

 

―
―
そ
れ
は
そ
れ
は
、
ご
同
慶
の
至
り
で
。 

 

と
い
う
具
合
だ
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
脱
出
し
た
あ
と
、
コ
レ

ヒ
ド
ー
ル
要
塞
に
残
さ
れ
た
将
兵
が
、
ニ
ヤ
リ
と
笑
っ
て 

 

―
―
ア
イ
・
シ
ャ
ル
・
リ
タ
ー
ン
。 

 

と
ト
イ
レ
に
行
く
合
図
に
し
た
の
と
よ
く
似
て
い
る
。 

 

穿
っ
た
見
方
を
す
れ
ば
、
庶
民
は
本
能
的
に
こ
の
戦
争
の
空
疎
さ

を
見
抜
い
て
い
た
。 

日
本
の
分
析
は
あ
ま
り
に
主
観
的
で
、
希
望
的
観
測
に
過
ぎ
な
か
っ

た
。
だ
け
で
な
く
、
自
身
の
力
を
過
大
に
評
価
し
て
い
た
。
な
る
ほ

ど
各
戦
線
で
連
合
国
軍
は
後
退
に
後
退
を
続
け
て
い
た
が
、
日
本
と

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
生
産
力
に
格
段
の
差
が
あ
っ
た
し
、
暗
号
の

解
読
や
統
計
分
析
の
能
力
は
天
と
地
ほ
ど
の
違
い
が
あ
っ
た
。 

例
え
ば
状
況
分
析
の
第
二
項
目 

「
軍
備
は
優
秀
だ
が
、
進
攻
拠
点
を
失
っ
た
た
め
、
そ
の
価
値
は
大

い
に
減
殺
さ
れ
た
」 

と
あ
る
の
だ
が
、
航
空
機
の
戦
い
が
趨
勢
を
左
右
す
る
と
な
れ
ば
、

陸
上
の
進
攻
拠
点
が
価
値
を
持
つ
と
い
う
こ
と
を
大
本
営
は
考
慮
し

な
か
っ
た
。
敵
地
を
占
領
し
領
土
に
編
入
す
る
と
い
う
旧
世
紀
の
思

考
回
路
が
戦
略
の
基
礎
似
合
っ
た
。 

さ
ら
に
い
え
ば
、
政
府
や
軍
部
は
自
身
に
内
在
す
る
齟
齬
を
理
解
し

て
い
な
か
っ
た
。
正
面
の
敵
は
東
南
の
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
な
の

か
、
太
平
洋
の
向
こ
う
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
な
の
か
、
は
た
ま
た
南

方
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
の
か
。 

陸
軍
は 

―
―
我
ら
が
対
す
べ
き
は
中
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
で
あ
る
。 

と
考
え
て
い
た
。
こ
の
た
め
、 

―
―
太
平
洋
と
ア
メ
リ
カ
は
海
軍
に
任
せ
る
。 

と
陸
軍
は
言
っ
た
。 

と
こ
ろ
が
そ
の
海
軍
の
中
に
は
、
西
進
し
て
ア
メ
リ
カ
本
土
を
攻
め
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る
べ
き
と
す
る
一
派
と
、
陸
軍
と
連
携
し
て
南
方
を
固
め
る
べ
き
と

す
る
一
派
が
あ
っ
た
。 

 
西
進
派
は
航
空
戦
力
す
な
わ
ち
航
空
母
艦
重
視
・
戦
艦
不
要
論
、

南
進
派
は
輸
送
力
重
視
・
大
鑑
巨
砲
論
だ
っ
た
。
自
軍
の
中
の
意
志

統
一
が
な
い
ま
ま
、
東
条
は
陸
軍
の
力
に
押
し
切
ら
れ
て
開
戦
に
踏

み
切
っ
た
こ
と
に
な
る
。 

  
 
 
 
 

三 
  

話
を
日
米
開
戦
の
前
に
戻
す
。 

 

一
九
四
一
年
の
秋
、
大
本
営
や
陸
軍
参
謀
本
部
の
内
で
「
和
平
論
」

「
持
久
論
」
が
台
頭
し
た
。 

 

ま
ず
政
府
内
に
出
た
の
は
、
開
戦
の
の
ち
南
方
に
籠
城
し
、
カ
ソ

リ
ッ
ク
教
界
を
通
じ
て
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
と
和
平
交
渉
を
始
め

よ
う
と
い
う
動
き
だ
っ
た
。
こ
れ
は
近
衛
文
麿
の
知
恵
袋
と
さ
れ
た

産
業
組
合
中
央
金
庫
理
事
・
井
川
忠
雄
な
ど
が
中
心
に
な
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
。 

 

だ
が
そ
れ
は
、
有
利
な
条
件
で
戦
争
を
続
行
す
る
た
め
の
謀
略
に

過
ぎ
な
か
っ
た
。 

 

大
本
営
は
も
っ
と
大
き
な
誤
認
を
犯
し
て
い
た
。 

 

日
本
帝
国
陸
海
軍
の
中
で
、
戦
略
立
案
部
門
と
最
前
線
の
間
に
認

識
の
齟
齬
が
生
じ
て
い
た
の
だ
。 

 

例
え
ば
大
本
営
が
対
米
英
開
戦
を
決
意
し
て
い
た
と
き
、
外
務
省

は
民
間
人
を
も
動
員
し
て
平
和
的
妥
協
点
の
模
索
を
並
行
し
て
進
め

て
い
た
。 

 

し
か
し
陸
軍
参
謀
本
部
は 

 

「
宣
伝
情
報
的
利
用
に
限
定
し
、
之
を
謀
略
的
に
利
用
せ
ざ
る
を

可
と
す
」 

 

と
冷
や
や
か
に
評
し
、
さ
し
て
重
要
視
し
て
い
な
か
っ
た
。 

 

に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
陸
軍
参
謀
本
部
の
内
部
で
「
持
久
戦
」
論

が
持
ち
上
が
っ
た
の
だ
か
ら
、
お
か
し
な
話
だ
っ
た
。 

 

そ
れ
と
い
う
の
は
、 

 

―
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
で
イ
ギ
リ
ス
が
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
降
伏

す
る
の
を
待
ち
、
ア
メ
リ
カ
が
戦
意
を
喪
失
す
る
こ
と
に
期
待
す
る
。 

 

と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。 

 

し
か
し
こ
の
案
は
海
軍
が
真
っ
向
か
ら
拒
否
し
た
。 

 

そ
の
筆
頭
は
連
合
艦
隊
司
令
長
官
の
職
に
あ
っ
た
山
本
五
十
六
で

あ
る
。 

 

彼
は
、 

 
―
―
政
治
と
い
う
も
の
は
、
一
度
決
意
し
た
ら
や
り
通
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

 
と
考
え
て
い
た
。
戦
争
も
ま
た
、
政
治
で
あ
っ
た
。 

 

一
八
八
四
年
（
明
治
十
七
）、
新
潟
県
長
岡
に
生
ま
れ
た
山
本
は
、

や
や
血
縁
が
つ
な
が
る
河
井
継
之
助
に
強
く
憧
れ
た
。 



＝巻之七 乾坤＝ 

 50 

 
河
井
は
幕
末
の
長
岡
藩
に
あ
っ
て
執
政
と
な
り
、
万
余
の
官
軍
を

引
き
受
け
て
奮
戦
し
て
死
ん
だ
。
生
ま
れ
る
時
と
場
所
が
違
っ
て
い

た
な
ら
、
一
国
の
宰
相
を
務
め
る
器
量
で
あ
っ
た
、
と
さ
れ
る
。 

 

山
本
五
十
六
は
一
九
〇
四
年
（
明
治
三
十
七
）、
海
軍
兵
学
校
を

出
て
戦
艦
「
日
進
」
に
乗
組
み
、
日
本
海
海
戦
に
参
加
し
た
。
こ
の

と
き
事
故
で
左
手
の
指
を
失
っ
て
い
る
。
の
ち
ア
メ
リ
カ
に
武
官
と

し
て
駐
在
し
た
と
き
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
学
ん
だ
。 

 

帰
国
後
、
空
母
「
赤
城
」
艦
長
、
一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
）
海
軍

航
空
本
部
技
術
部
長
、
三
四
年
中
将
に
昇
格
し
、
三
五
年
航
空
本
部

長
、
三
六
年
海
軍
省
次
官
と
い
う
経
歴
を
持
っ
て
い
る
。 

 

三
八
年
に
日
独
伊
三
国
同
盟
が
政
治
課
題
と
な
っ
た
と
き
、 

 

―
―
そ
れ
は
対
米
軍
事
同
盟
に
な
る
。 

 

と
し
て
強
硬
に
反
対
し
た
。
武
官
と
し
て
駐
在
し
た
と
き
、
ア
メ

リ
カ
と
い
う
国
の
底
力
を
知
っ
た
た
め
だ
っ
た
。 

 

四
〇
年
、
大
将
に
昇
格
し
た
が
、
現
場
の
戦
闘
指
揮
官
で
あ
る
こ

と
を
理
由
に
日
米
開
戦
論
議
に
は
加
わ
ら
な
か
っ
た
。
山
本
が
対
英

米
開
戦
反
対
論
者
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
参
謀
本
部
が
、
そ
の

発
言
を
封
じ
た
と
も
、
あ
る
い
は
山
本
自
身
が
議
論
に
参
加
す
る
こ

と
を
忌
避
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

―
―
戦
う
な
ら
、
乾
坤
一
擲
の
短
期
決
戦
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

ひ
る
ん
で
は
な
ら
な
い
。 

 

が
持
論
だ
っ
た
。 

 

山
本
は
海
相
兼
軍
令
部
総
長
の
嶋
田
繁
太
郎
に
書
簡
を
送
り
、 

  

そ
ろ
そ
ろ
銭
勘
定
す
る
経
営
家
多
き
由
な
る
も
、
そ
ん
な
中
途
半

端
に
て
守
勢
な
ど
固
ま
る
も
の
に
無
之
。 

 

少
く
も
英
米
両
主
力
艦
隊
を
徹
底
的
に
撃
滅
し
て
、
太
平
洋
、
印

度
洋
よ
り
近
東
経
由
ド
イ
ツ
と
自
由
に
交
通
し
得
る
態
勢
ま
で
、
作

戦
は
一
歩
も
弛
め
難
し
と
存
居
候
。 

  

と
、
安
易
な
和
平
工
作
論
に
反
対
し
た
。 

 

そ
の
一
方
で
彼
は
、
連
合
艦
隊
旗
艦
「
長
門
」、
戦
艦
「
陸
奥
」、

空
母
「
蒼
龍
」
を
敵
艦
隊
と
仮
定
し
て
、
航
空
機
に
よ
る
雷
撃
訓
練

を
強
化
し
た
。
鹿
児
島
の
佐
伯
湾
に
停
泊
し
て
い
る
三
艦
を
目
標
に
、

空
母
か
ら
発
進
し
た
艦
上
攻
撃
機
、
双
発
陸
上
攻
撃
機
、
艦
上
爆
撃

機
な
ど
が
低
空
か
ら
模
擬
魚
雷
を
撃
ち
込
む
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。 

 

山
本
は
こ
の
と
き 

 

「
飛
行
機
で
ハ
ワ
イ
を
叩
け
な
い
も
の
か
」 

 

と
呟
い
た
と
い
う
。 

 
翌
四
一
年
一
月
、
連
合
艦
隊
司
令
長
官
に
就
任
し
た
山
本
は
海
軍

大
臣
・
及
川
古
志
郎
に
私
信
を
発
し
た
。 

  

日
米
戦
争
に
於
て
我
の
第
一
に
遂
行
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
要
項
は
、

開
戦
劈
頭
敵
主
力
艦
隊
を
猛
撃
撃
破
し
て
、
米
国
海
軍
及
米
国
民
を



＝巻之七 乾坤＝ 

 51 

し
て
救
ふ
可
か
ざ
る
程
度
に
、
其
の
士
気
を
阻
喪
せ
し
む
事
是
な
り
。 

此
の
如
く
に
し
て
、
初
め
て
東
亜
の
要
衝
に
占
居
し
て
不
敗
の
地
歩

を
確
保
し
、
依
て
以
て
東
亜
共
栄
圏
も
建
設
維
持
し
得
べ
し
。 

  

同
月
下
旬
、
連
合
艦
隊
司
令
部
は
第
十
一
航
空
艦
隊
参
謀
長
・
大

西
瀧
治
郎
（
少
将
）
に
真
珠
湾
攻
撃
の
研
究
を
極
秘
で
依
頼
し
た
。

大
西
は
山
本
と
同
じ
く
航
空
主
兵
、
艦
隊
無
用
論
者
だ
っ
た
。
大
西

の
指
示
で
作
戦
計
画
を
練
っ
た
の
は
源
田
實
と
い
う
海
軍
少
佐
で
あ

る
。 

 

源
田
は 

 

―
―
こ
れ
か
ら
の
海
の
戦
争
は
、
航
空
母
艦
が
中
心
に
な
る
。 

 

と
考
え
て
い
た
。 

 

そ
の
意
味
で
彼
は
山
本
―
大
西
ラ
イ
ン
の
直
系
に
あ
っ
た
。 

 

ハ
ワ
イ
の
近
く
で
発
艦
し
た
航
空
機
に
よ
っ
て
真
珠
湾
を
叩
く
に

は
二
百
五
十
キ
ロ
爆
弾
で
な
く
魚
雷
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

大
日
本
帝
国
海
軍
が
保
有
し
て
い
た
魚
雷
は
、
航
空
機
か
ら
落
と
さ

れ
る
と
い
っ
た
ん
水
面
下
六
十
メ
ー
ト
ル
ま
で
沈
み
、
起
動
し
た
ス

ク
リ
ュ
ー
で
指
定
深
度
を
確
保
す
る
。 

 

真
珠
湾
の
水
深
は
十
二
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
。
で
あ
れ
ば
こ
そ
ア
メ

リ
カ
太
平
洋
艦
隊
は
雷
撃
を
受
け
る
こ
と
な
ど
一
切
心
配
し
て
い
な

か
っ
た
。
常
識
で
は
不
可
能
だ
っ
た
か
ら
だ
。 

 

源
田
は
第
三
航
空
艦
隊
参
謀
・
淵
田
美
津
雄
（
当
時
少
佐
）
と
相

談
し
、
次
の
よ
う
な
結
論
を
得
た
。 

 

―
―
高
度
十
メ
ー
ト
ル
以
下
で
魚
雷
を
水
平
に
投
下
す
れ
ば
、
不

可
能
で
は
な
い
。 
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ブ
ル

ク
・
ポ

ハ
ム 

Robert Brooke-Popham

／
１
８
７
８
〜
１
９
５

３
。
名
を
「
ポ
ッ
フ
ァ
ム
」
と
す
る
表
記
も
あ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
直

前
ま
で
イ
ギ
リ
ス
極
東
司
令
部
の
最
高
司
令
官
だ
っ
た
。
第
二
次
世
界
対
戦

後
、
イ
ギ
リ
ス
空
軍
（
Ｒ
Ａ
Ｆ
）
司
令
官
と
な
っ
た
。
最
終
階
級
は
空
軍
大

将
。 

ト

マ
ス
・
フ

リ

プ
ス 

T
hom

as  Spencer  V
aughan Phillips

／
１
８
８
８
〜
１
９
４
１
。
一
九
四
一
年
十
二
月
二
日
イ
ギ
リ
ス
東
洋
艦
隊

司
令
官
に
就
任
し
、
そ
の
八
日
後
の
十
二
月
十
日
、
マ
レ
ー
沖
海
戦
で
沈
没

し
た
乗
艦
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
運
命
を
と
も
に
し
た
。
最
終

階
級
は
海
軍
大
将
。 

雑
誌

エ
ビ
エ

シ

ン

	 

太
平
洋
戦
争
前
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
た
航
空

専
門
の
雑
誌
で
、
現
在
は
「
エ
ビ
エ
ー
シ
ョ
ン
＆
ウ
ィ
ー
ク
」
と
誌
名
を
変

更
し
て
い
る
。 

戦
闘
機

バ

フ

ロ

	 

制
式
採
用
後
の
名
称
は
「
ブ
リ
ュ
ー
ス
タ
ー

／
Ｆ
２
Ａ
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
」。ア
メ
リ
カ
海
軍
に
配
属
さ
れ
た
最
初
の
単
葉
機

で
、
一
九
三
六
年
に
策
定
さ
れ
た
海
軍
次
期
艦
上
戦
闘
機
の
要
求
仕
様
（
単

葉
機
、
折
り
た
た
み
翼
、
引
き
込
み
脚
、
密
閉
式
コ
ク
ピ
ッ
ト
）
に
沿
っ
て

ブ
リ
ュ
ー
ス
タ
ー
社
、
グ
ラ
マ
ン
社
、
セ
バ
ス
キ
ー
社
が
競
争
試
作
に
参
加

し
、
ブ
リ
ュ
ー
ス
タ
ー
社
が
受
注
に
成
功
し
た
。
航
続 

距
離
約
一
千
二
百

七
十
キ
ロ
、
最
大
速
度
二
百
九
十
五
キ
ロ
／
時
、
十
二
・
七
ミ
リ
機
銃
四
基

を
装
備
し
、
最
高
高
度
は
六
千
百
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
。
し
か
し
実
際
は
そ
れ

よ
り
か
な
り
遅
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。 

マ

カ

サ

の
誤
解	 

『
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
回
顧
録
』
に
よ
る
。
つ
い
で
な

が
ら
当
時
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、「
日
本
人
は
乳
幼
児
の
こ
ろ
母
親
の
背
中
に
背

負
わ
れ
て
育
つ
た
め
、
多
く
が
三
半
規
管
に
異
常
を
持
ち
、
満
足
に
飛
行
機

を
操
縦
で
き
な
い
」
と
考
え
る
人
が
多
か
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
も
そ
う
し

た
俗
信
の
と
り
こ
だ
っ
た
。 

イ
ギ
リ
ス
極
東
艦
隊
の
壊
滅	 

開
戦
直
後
、イ
ギ
リ
ス
極
東
艦
隊
は
旗
艦「
プ

リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」な
ど
を
日
本
軍
航
空
機
の
攻
撃
で
失
っ
た
。

日
本
軍
は
艦
船
対
航
空
機
と
い
う
新
し
い
戦
法
を
開
き
な
が
ら
、
自
身
は
そ

の
対
応
が
で
き
ず
自
滅
し
て
い
く
。 

イ
ギ
リ
ス
極
東
艦
隊	 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
〜
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
〜
イ
ン
ド
地
域

を
所
管
す
る
Ａ
Ｂ
Ｄ
Ａ
（A

m
erican-British-D

utch-A
ustralian

）
司
令
部

の
中
核
部
隊
だ
っ
た
。 

 

戦
艦
「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」、
巡
洋
戦
艦
「
レ
パ
ル
ス
」
を

中
心
と
す
る
Ｚ
部
隊
。
こ
こ
に
大
型
空
母
「
イ
ン
ド
ミ
タ
ブ
ル
」
が
配
備
さ

れ
て
い
る
は
ず
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
イ
ン
ド
ミ
タ
ブ
ル
は
大
西
洋
を
横
断
し

て
イ
ン
ド
洋
に
向
か
う
途
中
、
四
一
年
十
一
月
三
日
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
沖
で
座

礁
し
航
行
不
能
に
陥
っ
て
い
た
。
イ
ン
ド
洋
に
到
着
し
た
の
は
四
二
年
一
月

の
こ
と
だ
っ
た
。 

戦
艦

プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ

ル
ズ

 

排
水
量
三
万
六
千
七
百
二
十

七
ト
ン
、
全
長
二
百
二
十
七
・
一
メ
ー
ト
ル
、
全
幅
三
十
一
・
四
メ
ー
ト
ル
。

キ
ン
グ
ジ
ョ
ー
ジV

世
級
の
二
番
艦
と
し
て
四
一
年
三
月
に
就
役
し
、同
年

五
月
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
海
軍
の
戦
艦
ビ
ス
マ
ル
ク
と
大
西
洋
で
交
戦
し
た
。

そ
の
と
き
被
弾
損
傷
し
た
た
め
補
修
を
受
け
た
の
ち
イ 

ギ
リ
ス
極
東
軍
に

配
備
さ
れ
た
。
四
連
装
の
三
十
六
セ
ン
チ
砲
二
基
、 

連
装
一
基
の
主
砲
十

門
を
装
備
し
て
い
た
。
艦
名
は
代
々
の
英
国
皇
太
子
に
由
来
し
て
い
る
。 

巡
洋
戦
艦

レ
パ
ル
ス

 

レ
ナ
ウ
ン
級
巡
洋
戦
艦
の
二
番
艦
と
し
て
一
九

一
六
年
に
就
役
し
た
。
二
度
の
兵
装
強
化
で
連
装
三
十
八
セ
ン
チ
砲
三
基
、
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三
連
装
十
セ
ン
チ
砲
五
基
、
魚
雷
発
射
管
二
基
を
備
え
て
い
た
。
排
水
量
は

三
万
八
千
二
百
ト
ン
、
全
長
二
百
四
十
二
メ
ー
ト
ル
、
全
幅
三
十
一
・
三
メ

ー
ト
ル
。
巡
洋
戦
艦
は
巡
洋
艦
に
戦
艦
並
み
の
攻
撃
力
を
備
え
、
戦
艦
よ
り

高
速
に
航
行
で
き
る
こ
と
か
ら
、
第
二
次
大
戦
の
主
要
国
海
軍
が
砲
艦
の
主

力
と
し
た
。 

井
川
忠
雄 

い
か
わ
・
た
だ
お
／
１
８
９
３
〜
１
９
４
７
。
島
根
県
出
身
、

旧
制
仙
台
一
中
か
ら
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
生
時
学
科
を
出
て
大
蔵
省
に

入
っ
た
。近
衛
文
磨
を
座
長
と
し
て
一
九
三
三
年
十
二
月
末
に
発
足
し
た「
昭

和
研
究
会
」
に
参
加
し
、
民
間
交
渉
に
よ
る
日
米
・
日
英
開
戦
回
避
に
尽
力

し
た
。 

産
業
組
合
中
央
金
庫 

一
九
二
三
年
、
政
府
お
よ
び
産
業
組
合
（
農
業
協
同

組
合
の
前
身
）
と
そ
の
連
合
会
の
出
資
で
設
立
さ
れ
た
。
の
ち
日
本
農
林
中

央
金
庫
と
な
っ
た
。 

河
井
継
之
助 

か
わ
い
・
つ
ぐ
の
す
け
／
１
８
２
７
〜
１
８
６
８
。
名
の
読

み
は
「
つ
ぎ
の
す
け
」
と
も
。
諱
は
「
秋
義
」。
越
後
長
岡
城
牧
野
家
の
藩
政

改
革
を
推
進
し
た
。
戊
辰
戦
争
で
は
長
岡
藩
の
「
独
立
特
行
」
を
主
張
し
て

維
新
政
府
軍
と
和
平
交
渉
を
行
っ
た
が
、
決
裂
し
て
戦
闘
と
な
っ
た
。「
北
越

戦
争
」
と
称
さ
れ
る
戦
い
に
敗
れ
、
会
津
に
向
か
う
途
中
、
只
見
村
で
死
去

し
た
。 

及
川
古
志
郎 

お
い
か
わ
・
こ
し
ろ
う
／
１
８
８
３
〜
１
９
５
８
。
岩
手
県

に
生
ま
れ
一
九
〇
三
年
海
軍
兵
学
校
卒
、
の
ち
海
軍
大
学
校
卒
。
二
八
年
少

将
・
呉
鎮
守
府
参
謀
長
、
第
一
航
空
戦
隊
司
令
官
、
海
軍
兵
学
校
校
長
を
経

て
中
将
、
三
八
年
第
三
艦
隊
司
令
官
、
三
六
年
航
空
本
部
長
、
三
八
年
支
那

方
面
艦
隊
司
令
長
官
兼
第
三
艦
隊
司
令
長
官
、
三
九
年
大
将
。
四
〇
年
海
相

に
就
任
し
、
対
米
英
開
戦
に
つ
い
て
明
確
な
考
え
を
示
す
こ
と
が
な
い
ま
ま

戦
争
に
突
入
し
た
遠
因
を
作
っ
た
。
四
四
年
軍
令
部
総
長
と
し
て
マ
リ
ア
ナ

沖
海
戦
、
レ
イ
テ
沖
海
戦
を
指
導
し
大
敗
、
終
戦
時
は
軍
事
参
事
官
の
職
に

あ
っ
た
。 

大
西
瀧
治
郎 

お
お
に
し
・
た
き
じ
ろ
う
／
１
８
９
１
〜
１
９
４
５
。
兵
庫

県
に
生
ま
れ
、
一
九
一
二
年
海
軍
兵
学
校
卒
。
一
八
年
か
ら
イ
ギ
リ
ス
、
フ

ラ
ン
ス
に
駐
在
し
、
帰
国
後
は
航
空
兵
力
の
拡
充
に
努
め
た
。
三
九
年
第
二

連
合
航
空
隊
司
令
官
、
四
二
年
航
空
本
部
総
務
部
長
、
四
三
年
中
将
、
四
四

年
第
一
航
空
艦
隊
司
令
長
官
、
軍
令
部
長
と
し
て
航
空
機
に
よ
る
特
別
攻
撃

（
特
攻
）
を
指
導
し
た
。
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
を
め
ぐ
る
協
議
で
徹
底
抗
戦

を
主
張
し
た
が
容
れ
ら
れ
ず
自
決
し
た
。 

淵
田
美
津
雄 

ふ
ち
だ
・
み
つ
お
／
１
９
０
２
〜
１
９
７
６
。
海
軍
兵
学
校

五
十
二
期
。
同
期
に
源
田
實
、
高
松
宮
宣
仁
王
が
い
る
。
一
九
四
一
年
第
一

航
空
艦
隊
の
赤
城
飛
行
長
と
し
て
真
珠
湾
攻
撃
の
特
殊
訓
練
を
指
導
し
た
。

真
珠
湾
攻
撃
に
お
け
る
空
襲
部
隊
の
総
指
揮
官
で
、全
機
突
入
せ
よ
の「
ト
・

ト
・
ト
」
信
号
、
奇
襲
成
功
を
伝
え
る
「
ト
ラ
ト
ラ
ト
ラ
」
を
発
信
し
た
人

物
で
も
あ
る
。
し
ば
ら
く
連
合
艦
隊
が
ハ
ワ
イ
沖
に
と
ど
ま
っ
て
、
真
珠
湾

に
不
在
だ
っ
た
ア
メ
リ
カ
航
空
母
艦
を
叩
く
べ
き
と
進
言
し
た
が
受
け
入
れ

ら
れ
な
か
っ
た
。
第
二
次
大
戦
後
は
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
に
努
め
た
。 
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